
６月２１日、大阪で２０２０年代最後の日食

６月２１日の日食は、大阪では２０２０年代最後

日食は、太陽の前を月が通るで

きごとです。宇宙規模で見ると、地

球に月の影が落ちるできごとです。

地球全体では基本、年に２回、年

によっては最大５回起こります。最

近では２０１１年と２０２９年が４回、

２０１８年と２０１９年が３回の年で

す。５回は滅多になく直近では

１９３５年、次は２２０６年です。

日食は、新月の時に起こります。新月は太陽と同じ方向に月がある瞬間だからで

す。新月は、月が地球を一周する、つまり「ひと月に１回」あります。すると毎月、日食

が起こりそうですが、そうはいきません。図の様に月が地球を巡る軌道は、地球が太

陽を巡る軌道と５度ばかり傾いている一方、太陽も月も見かけの大きさは０.５度。月の

影が地球に起こるチャンスは軌道の面の交差点付近のみで、年に２回、うまくするとそ

の前後でも起きるけど、となります。５回の場合は交差点の場所が１月と６月と１２月

のように年に３回出現するケースになります。

ところで、日食は一つ問題があります。１

回の日食で観察できる場所が限られるので

す。今回の日食の起こる範囲は図のとおりで

す。今回は、インドを中心にかなり広範囲で

見られるのですが、それでも地球半分にはな

りません。実際にはもっと北や南を中心に狭

い範囲の日食もあります。つまり、年に２回日

食が見られても一回の日食で見られる範囲

が地球の半分以下。つまり、大阪、のように

ある場所に限ると年に１度も日食が見えない

のが普通なのです。

そして、大阪では運が悪いことに、日食が

見られないのが１０年続き、次は２０３０年６

月１日になるのです。なお、紀伊半島の南に

限ると２０２３年４月２０日にわずかに見られ

ます。

図：今回の日食が見える範囲の
図。水色の範囲で日食になる。中
央の赤い線は金環日食になるとこ
ろ。ⒸＮＡＳＡ
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欠け始め
１６：０６：２０

食分０.３７
１６：４０：００

最大食分０.５４
１７：１０：１７

食分０.３６
１７：４０：００

欠け終わり
１８：０７：３９

まずは、日食の基本データ

今回の日食の基本データは、国立天文台の「日食各地予報」というホームページ

でわかります。スタートの時刻だけでも大阪（１６：０６：２０）と神戸（１６：０５：５６）と京

都（１６：０６：３４）という感じで違うので、欠け始めを見たい！ という場合は、自分の

観察場所のデータを調べておくとよいでしょう。

日食を楽しもう 日食グラス・望遠鏡での投影 ― 直接見てはダメ！

さあ、そんな日食を楽しみましょう。一番お手軽なのは

「日食グラス」「しゃ光板」といった太陽を見るための道具

を使うことです。昔使ったものは光が漏れないか（漏れた

らダメ）点検してから本番に臨んでください。

望遠鏡があるなら、投影法もオススメです。絶対のぞ

いちゃダメですよ。図のように

するのです。専用の投影板セ

ットは便利で、あれば使うとよ

いですが、なくとも、日陰に投

影するように望遠鏡を向け、白い板をおいても代用でき

ます。ちなみに双眼鏡でも可能ですが、双眼鏡のプラス

チック部品や接着剤が溶けることがあります。

日食を楽しもう ピンホール法・木漏れ日利用

他の方法としては、ピンホールがお手軽です。ジュ

ニアのページにも紹介がありますが、厚紙や板に小

さな穴を開け、その紙などの影を作ります。すると穴

から漏れた光が、欠けた太陽の形に見えるというも

のです。手軽には手を重ねて、指の間にスキマを作る

だけでもいけますし、木漏れ日でも同じことが起こりま

す。欠けた太陽の形の木漏れ日はユニークですよ。

渡部 義弥（科学館学芸員）

図：望遠鏡での投影

図：日食グラス

図：欠けた太陽型の木漏れ日

Ｙ．ＷＡＴＡＮＡＢＥ

１１


